
る
と
考
え
て
い
る
。

下
水
道
に
つ
い
て
は
、

今
後
協
議
し
て
進
め
た
い

と
思
う
。

Ｑ
住
宅
管
理
費
の
修
繕

費
は
、
ど
こ
の
修
繕
か
。

Ａ
修
繕
費
百
五
十
万
円

の
中
で
決
ま
っ
て
い
る
の

は
、
香
北
町
五
百
蔵
団
地

の
部
屋
の
修
繕
で
あ
る
。

そ
の
他
、
年
間
を
通
じ
て

い
ろ
い
ろ
と
修
繕
個
所
が

出
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

Ｑ
土
木
費
の
公
有
財
産

購
入
費
に
あ
る
市
道
栄
町

南
組
線
に
つ
い
て
、
補
正

を
組
ん
で
ま
で
急
ぐ
理
由

は
。
ま
た
、
南
側
の
東
西

に
抜
け
て
い
る
道
路
に
接

続
す
る
見
通
し
は
あ
る
の

か
。
合
わ
せ
て
公
共
下
水

道
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

Ａ
こ
の
路
線
に
つ
い
て

は
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
の

課
題
で
あ
っ
た
。
長
期
間

に
わ
た
り
地
権
者
と
交
渉

し
て
き
た
経
過
が
あ
る
。

最
近
に
な
っ
て
用
地
に
目

途
が
立
ち
、
急
遽
補
正
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
将
来

的
に
は
、
南
ま
で
通
っ
た

方
が
便
利
の
良
い
道
に
な

Ｑ
国
庫
支
出
金
の
「
へ

き
地
児
童
生
徒
援
助
費
補

助
金
」
の
内
容
は
。

Ａ
香
北
町
に
あ
る
香
北

中
学
校
の
寄
宿
舎
に
対
す

る
補
助
金
で
あ
る
。

Ｑ
県
支
出
金
の
「
問
題

を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自

立
支
援
事
業
費
補
助
金
」

の
内
容
は
。

Ａ
不
登
校
や
い
じ
め
、

児
童
虐
待
等
の
問
題
を
抱

え
る
子
ど
も
た
ち
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
効
果

的
な
取
り
組
み
を
行
う
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
ん

ど
る
ー
む
の
指
導
員
や
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
報
償

費
等
に
対
す
る
補
助
金
で

あ
る
。

Ｑ
保
育
園
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
用
地
の
面
積
と

地
権
者
の
数
は
。
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Ａ
面
積
は
約
五
六
〇
〇

平
方
　
で
あ
り
、
地
権
者

は
三
名
で
あ
る
。

Ｑ
県
支
出
金
の
「
物
部

川
天
然
ア
ユ
資
源
復
元
事

業
費
補
助
金
」
の
内
容
は
。

Ａ
事
業
主
体
は
物
部
川

漁
協
で
あ
り
、
下
流
で
ア

ユ
の
孵
化
施
設
を
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
。
県
か
ら

本
市
を
通
じ
て
全
額
、
物

部
川
漁
協
へ
行
く
。

Ｑ
農
林
水
産
業
費
の
林

道
美
良
布
・
岩
改
線
開
設

事
業
の
減
額
理
由
は
。

Ａ
工
事
の
施
工
業
者
が

倒
産
し
た
こ
と
に
よ
り
、

十
九
年
度
工
事
の
発
注
が

遅
れ
た
。
現
在
、
十
八
年

度
の
繰
り
越
し
工
事
が
進

捗
率
一
五
％
程
度
で
あ

り
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い
か

か
る
状
態
で
あ
る
。

従
っ
て
、
十
九
年
度
分

は
繰
り
越
し
せ
ず
に
減
額

し
、
二
十
年
度
早
々
に
工

事
を
発
注
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

市道栄町南組線の工事予定地

第７号

連
合
審
査

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

香北中学校寄宿舎「啓明寮」



Ａ
委
員
の
構
成
は
ま
だ

決
定
し
て
い
な
い
。
予
定

と
し
て
本
市
内
の
医
師
、

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
等

を
検
討
し
て
い
る
。
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
は
、
二
十
四
年

度
以
降
に
な
る
の
で
、
そ

れ
ま
で
に
健
診
指
導
に
努

力
し
て
い
く
。

Ｑ
国
保
会
計
に
つ
い
て
、

特
定
健
診
実
施
計
画
策
定

委
員
会
の
構
成
は
。
ま
た
、

健
診
の
件
数
に
よ
っ
て
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
聞

く
が
、
ど
の
よ
う
な
計
画

を
立
て
る
の
か
。

Ｑ
街
宣
車
が
来
て
、
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

の
問
題
で
、
実
名
も
出
し

て
言
っ
て
い
た
が
、
経
過

の
説
明
を
。

Ａ
支
払
い
が
な
さ
れ
て

い
な
い
方
に
対
し
、
平
成

十
九
年
度
に
な
り
競
売
の

申
し
立
て
を
し
た
。
そ
れ

に
対
す
る
反
論
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
ち
ら
は
、
貸
し

付
け
当
時
か
ら
何
十
回
と

な
く
話
し
尽
く
し
た
上
で

の
結
論
で
あ
る
。

Ａ
本
年
七
月
十
四
日
か

ら
十
五
日
に
か
け
て
の
台

風
四
号
接
近
に
際
し
、
万

全
を
期
す
た
め
に
本
庁
お

よ
び
支
所
の
職
員
に
よ
り

災
害
対
策
本
部
の
第
三
配

Ｑ
教
育
費
の
高
等
学
校

等
奨
学
金
の
増
額
理
由
は
。

Ａ
当
初
は
、
高
校
関
係

で
二
十
人
、
大
学
関
係
で

五
人
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
実
際
は
高
校
関
係
二

十
五
人
、
大
学
関
係
七
人

と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

Ｑ
が
け
崩
れ
住
家
防
災

対
策
費
の
対
象
が
四
件
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
中
で

予
防
が
一
件
あ
る
。
こ
れ

ま
で
予
防
に
対
し
て
は
県

の
動
き
が
鈍
か
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
予
防
も
災
害

と
同
様
に
振
り
分
け
て
き

た
と
の
認
識
で
よ
い
の
か
。

Ａ
指
摘
の
と
お
り
で
あ

る
。
従
前
は
、
予
防
に
つ

い
て
非
常
に
採
択
が
厳
し

い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
十

八
年
度
に
続
い
て
、
十
九

年
度
も
採
択
の
予
定
で
あ

る
。

Ｑ
消
防
費
の
災
害
対
策

本
部
等
時
間
外
手
当
の
内

容
は
。

備
を
招
集
し
た
。
十
四
日

に
二
十
六
人
、
十
五
日
に

四
十
三
人
の
職
員
が
時
間

外
出
務
し
て
お
り
、
時
間

外
手
当
が
約
百
二
十
七
万

円
発
生
し
て
い
る
。

Ｑ
現
在
の
貸
付
件
数
と

競
売
の
件
数
は
。

Ａ
今
ま
で
に
土
佐
山
田

町
を
含
め
て
本
市
が
実
行

し
た
件
数
は
十
八
件
、
人

数
に
す
る
と
十
人
で
あ

る
。

Ｑ
建
築
基
準
法
の
一
部

改
正
に
よ
る
、
香
美
市
火

災
予
防
条
例
の
改
正
だ

が
、
建
築
基
準
法
の
一
部

改
正
と
は
。

Ａ
基
準
法
の
改
正
に
伴

う
条
ず
れ
で
、
基
準
法
の

中
で
、
避
難
階
の
項
と
い

う
と
こ
ろ
で
改
正
が
あ
っ

た
も
の
だ
。

Ｑ
土
地
開
発
公
社
の
法

的
監
督
権
は
知
事
に
あ
る

と
い
う
意
味
の
説
明
を
。

Ａ
土
地
開
発
公
社
に
関

す
る
法
律
は
、
も
と
も
と

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に

関
す
る
法
律
で
あ
り
、
そ

の
中
に
権
限
が
そ
れ
ぞ
れ

規
定
さ
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
、
公
社
を
指

揮
監
督
権
を
す
る
権
限

は
、
都
道
府
県
知
事
に
し

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

市
長
は
、「
必
要
な
調
整

を
行
う
」
に
訂
正
す
る
も

の
だ
。
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本
委
員
会
に
は
、「
平
成
十
八
年
度
香
美
市
一

般
会
計
歳
入
・
歳
出
決
算
の
認
定
」
に
つ
い
て
等
、

十
一
議
案
の
審
査
が
付
託
さ
れ
た
。

大栃保育所運動会

本
委
員
会
に
は
、「
香
美
市
通
学
バ
ス
の
運
行

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
等
、
十

三
議
案
の
審
査
が
付
託
さ
れ
た
。

総
務
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会



会
合
が
有
料
で
行
わ
れ
て

い
る
。
佐
古
藪
に
つ
い
て

は
、
有
料
で
行
わ
れ
る
会

合
等
は
現
在
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

両
施
設
と
も
県
の
介
護

予
防
事
業
に
よ
る
有
利
な

補
助
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
施
設
の

目
的
か
ら
、
当
初
は
両
施

設
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
て
き
た
。
そ
の
利
用

料
金
で
両
施
設
と
も
良
好

な
管
理
が
行
わ
れ
て
き
た

が
、
介
護
保
険
制
度
の
改

正
に
よ
り
、
現
在
は
施
設

の
運
営
に
苦
慮
し
て
い
る
。

Ｑ
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
の
施
設
の
修
繕
や
、

下
水
道
へ
の
接
続
等
に
つ

い
て
対
応
は
。

Ａ
軽
微
な
修
繕
等
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
に

お
い
て
対
応
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
る
が
、
下
水
道

へ
の
接
続
等
大
き
な
工
事

に
つ
い
て
は
市
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

水
道
光
熱
費
等
は
管
理
者

の
負
担
で
あ
る
。

Ｑ
調
整
交
付
金
に
つ
い

て
、
国
・
県
か
ら
の
連
絡

内
容
は
。
ま
た
、
間
違
っ

て
い
た
調
整
交
付
金
が
公

布
さ
れ
た
場
合
、
住
民
に

還
元
す
る
の
か
。

Ａ
国
保
の
予
算
四
十
億

円
に
対
し
て
間
違
っ
て
い

た
金
額
は
、
予
算
に
影
響

を
与
え
る
金
額
で
は
な

い
。
現
在
の
保
険
者
数
に

還
元
で
き
る
ほ
ど
で
は
な

い
と
考
え
る
。

Ｑ
介
護
保
険
会
計
の
認

定
調
査
等
費
に
つ
い
て
、

認
定
に
時
間
が
か
か
り
す

ぎ
る
と
聞
く
が
ど
う
か
。

Ａ
申
請
か
ら
認
定
ま
で

の
事
務
の
流
れ
そ
の
も
の

に
時
間
が
か
か
る
の
は
事

実
で
あ
り
、
三
十
日
前
後

の
時
間
を
要
す
る
。
認
定

ま
で
三
十
日
を
超
す
場
合

は
、
本
人
に
連
絡
し
て
い

る
。

Ｑ
香
美
市
通
学
バ
ス
の

運
行
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
、
現
在
運
行
し
て
い
る

ス
ク
ー
ル
バ
ス
大
栃
・
神

池
線
を
久
保
高
井
ま
で
延

長
す
る
理
由
は
。

Ａ
高
井
地
区
に
児
童
が

二
名
転
入
、
大
西
地
区
に

一
名
転
入
、
ま
た
、
二
十

年
度
以
降
に
二
名
就
学
予

定
の
子
ど
も
が
い
る
こ
と

か
ら
、
現
在
運
行
し
て
い

る
朝
一
便
、
夕
方
二
便
の

う
ち
、
夕
方
の
一
便
を
延

長
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
香
美
市
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
、
冷
暖
房
の

使
用
料
金
と
両
施
設
の
利

用
状
況
は
。

Ａ
冷
暖
房
の
使
用
料
は
、

秦
山
は
細
か
な
料
金
設
定

が
あ
る
が
、
佐
古
藪
は
、

従
前
か
ら
使
用
料
に
つ
い

て
定
め
が
な
い
。
ま
た
、

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

秦
山
は
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
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Ｑ
香
美
市
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
条
例
制
定
に
よ
る
医

療
費
助
成
事
業
の
改
正
に

よ
り
、
助
成
の
対
象
と
な

る
人
数
は
。

Ａ
八
月
末
現
在
で
母
子

家
庭
数
が
百
七
十
九
世
帯

で
母
親
が
百
七
十
九
人
、

子
ど
も
が
二
百
八
十
五
人

で
あ
り
、
父
子
家
庭
は
五

世
帯
で
父
親
が
五
人
、
子

ど
も
が
十
二
人
で
あ
る
。

Ｑ
秦
山
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
の
名
称
に
代
表
者

名
が
あ
る
が
、
使
用
料
は

地
区
に
入
る
の
か
、
代
表

者
に
入
る
の
か
。

Ａ
指
定
は
あ
く
ま
で
も

団
体
で
あ
る
。
団
体
と
協

定
書
を
交
わ
し
、
団
体
か

ら
使
用
料
の
収
受
等
の
報

告
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

Ｑ
指
定
管
理
と
な
っ
た

公
の
施
設
の
敷
地
に
車
を

駐
車
し
た
場
合
、
使
用
料

の
収
受
の
対
象
に
な
る
の

か
。

Ａ
駐
車
料
を
徴
収
す
る

考
え
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ
佐
古
藪
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、
指

定
の
期
間
が
約
五
年
で
あ

る
が
、
理
由
は
。

Ａ
一
般
的
に
指
定
の
期

間
は
、
三
年
か
五
年
で
あ

る
。
今
回
五
年
に
し
た
の

は
、
地
元
の
大
切
な
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
安
定
し

た
管
理
を
行
っ
て
も
ら
え

る
と
の
考
え
か
ら
五
年
を

選
択
し
た
。

佐古藪ふれあい交流センター



第
二
回
定
例
会
で
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願

第
二
号
を
審
査
し
た
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
当

委
員
会
と
し
て
七
月
二
日

に
、
現
地
を
視
察
し
、
関
係

者
か
ら
実
情
も
聴
き
と
っ

た
上
で
協
議
し
、
ま
と
め

を
行
っ
た
。
協
議
会
で
、

出
さ
れ
た
主
な
意
見
と
し

て
は
、
地
元
の
要
望
は
理

は
国
が
五
〇
％
、
県
が

七
・
五
％
、
受
益
者
負
担

が
一
〇
％
で
、
三
二
・
五
％

は
起
債
を
充
当
す
る
。

Ｑ
今
回
の
土
地
改
良
事

業
の
申
請
は
生
活
雑
排
水

を
伴
う
の
か
。

Ａ
用
排
水
路
で
は
な
く

農
業
利
用
の
用
水
で
あ

る
。
こ
の
事
業
は
国
費
採

択
を
う
け
た
負
担
金
の
少

な
い
有
利
事
業
と
位
置
付

け
て
い
る
。

い
の
で
、
一
応
申
し
入
れ

は
し
て
い
る
が
、
適
応
し

な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ｑ
工
事
契
約
相
手
方
に

市
内
業
者
が
い
な
い
よ
う

だ
が
。

Ａ
設
計
委
託
は
市
外
業

者
し
か
い
な
い
。
一
千
万

円
を
超
す
契
約
に
つ
い
て

は
水
道
事
業
も
ラ
ン
ク
付

け
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
指
名
し
て
い

る
。
契
約
条
件
に
三
百
六

十
五
日
対
応
が
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ
、
市
内
の
業
者

は
対
応
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
、指
名
に
入
ら
な
い
。

Ｑ
工
業
用
水
の
最
低
使

用
量
は
あ
っ
た
の
か
。

Ｑ
工
業
用
水
の
借
入
金

利
率
が
高
い
こ
と
と
、
未

償
還
残
高
の
借
入
先
は
制

度
資
金
と
な
っ
て
い
る
が

民
間
利
用
の
考
え
は
。

Ａ
企
業
債
の
た
め
工
業

用
水
と
違
っ
て
発
行
年
月

日
の
古
い
も
の
が
あ
り
、

バ
ブ
ル
期
を
境
に
利
率
が

下
が
り
、
現
在
二
％
く
ら

い
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
民
間
か
ら
比
べ
る

と
安
い
。
財
務
省
か
ら
、

利
率
の
高
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
償
還
で
き
る
と
の

対
応
措
置
が
取
ら
れ
て
い

る
が
、
水
道
事
業
経
営
が

赤
字
で
あ
る
こ
と
、
基
本

料
金
が
全
国
平
均
以
上
の

団
体
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

条
件
が
あ
り
、
本
市
の
場

合
、
経
営
上
黒
字
、
基
本

料
金
も
全
国
平
均
よ
り
安

Ａ
あ
っ
た
が
、
使
用
す

る
、
し
な
い
は
自
由
で
契

約
最
低
水
量
の
内
、
実
績

は
五
〇
ｔ
に
対
し
、
二
ｔ

だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

企
業
も
経
費
削
減
の
点
か

ら
簡
易
水
道
に
切
り
替
え

て
い
る
。

Ｑ
「
香
美
市
営
土
地
改

良
事
業
」
は
、
本
市
内
で

は
こ
の
地
域
だ
け
で
、
完

結
す
る
の
か
。

Ａ
こ
の
事
業
は
旧
・
土

佐
山
田
町
に
お
い
て
農
村

振
興
基
本
計
画
が
あ
っ

て
、
そ
れ
を
基
に
本
市
が

進
め
て
い
る
。
事
業
採
択

に
合
う
部
分
の
十
一
路
線

の
水
路
改
修
事
業
だ
。

Ｑ
四
年
間
に
二
億
数
千

万
円
の
事
業
予
算
で
設
計

が
で
き
て
い
る
と
思
う

が
、
単
年
度
ど
の
く
ら
い
の

比
率
で
行
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ
単
年
度
、
路
線
の
順

位
等
、
変
動
は
あ
る
も
の

の
、
四
、
五
千
万
円
程
度

を
予
定
し
て
い
る
。
財
源

解
で
き
る
も
の
の
、
同
じ

本
市
内
に
は
、
も
っ
と
劣

悪
な
路
線
や
危
険
個
所
が

あ
り
、
本
路
線
も
市
内
全

域
の
中
の
一
路
線
と
し
て

捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ

て
本
路
線
を
含
め
今
後
は

市
内
全
体
を
見
回
し
て
、

通
行
の
安
全
確
保
策
を
講

じ
た
計
画
を
検
討
し
て
い

く
べ
き
と
の
意
見
が
多
数

を
占
め
た
。
採
決
を
行
っ

た
結
果
、
請
願
第
二
号
は

不
採
択
と
さ
れ
た
。
な
お
、

少
数
意
見
と
し
て
「
本
陳

情
書
に
あ
る
三
谷
地
区
は

生
活
道
と
し
て
重
要
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
災
害
危
険

個
所
も
あ
る
中
で
地
元
と

し
て
も
陳
情
し
て
い
る
と

思
う
。
議
会
と
し
て
も
賛

同
頂
き
採
択
願
い
た
い
」

と
の
少
数
意
見
が
あ
り
、

委
員
長
報
告
の
中
で
、
報

告
さ
れ
た
。
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本
委
員
会
に
は
、「
平
成
十
八
年
度
香
美
市
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
」
な
ど
十
二
議
案
の
審
査
が
付
託
さ
れ
た
。

市道谷相線（香北町）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

市
道
谷
相
線
拡
張
工
事
に

関
す
る
陳
情
書
に
つ
い
て
請
願
第
二
号


